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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
①国内中古車市場の背景 

中古車登録台数（平成29年4月～平成30年3月） 

5,826,651台 
※ 前年同期5,645,803台 （前年同期比：103.2％） 

近年の自動車業界は若年層の自動車離れの影響などで厳しい 

環境が続き、国内では慢性的な自動車需要の低迷が見られる。 

国内の中古車市場も、回復基調は見られるものの、均衡した状況 
が続いている。 

オートオークション市場においては低年式車の流通が主流と 

なっている傾向がある。その要因は保有年数の長期化をはじめ、 

中古車買取企業の小売りシフト化などからの影響と思われる。 

 

中古車登録台数の出典は日本自動車販売協会連合会と全国軽自動車協会連合会より 

補足説明 
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単位：台数 単位：千円 

出典：財務省貿易統計 

輸出台数 

輸出金額 

中古車の輸出市場は、輸出台数・輸出金額ともここ１～2年は増加傾向。 

ポイント 

【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
②中古車輸出市場の背景 

単位：億円 単位：千台 
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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
③業績ハイライト 

売上高  24,440百万円 
※ 前年同期31,587百万円 （前年同期比：77.4％） 

営業利益 ▲84百万円 
※ 前年同期▲141百万円（前年同期比：５７百万円増加） 

経常利益 ▲68百万円 
※ 前年同期▲105百万円（前年同期比：３７百万円増加） 

 30年3月期は、利益率の高い顧客販売へ特化した構造改革元年。 

利益率の低いオークション販売の減少並びに不採算店の統廃合を 

 積極的に進めた結果、売上高は減少。 

補足説明 



利益率重視の経営基本方針のもと、売上高総利益率は前年同期比 
2.0％改善。自己資本比率も2.7％改善。 
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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
④業績ハイライト（各指標ハイライト） 

売上高総利益率  19.9％ 
※ 前年同期 17.9％ （前年同期比：2.0％改善） 

自己資本比率    71.8％ 
※ 前年同期 69.1％（前年同期比：2.7％改善） 

流動比率      411.9％ 
※ 前年同期 373.4％（前年同期比：38.5％改善） 

期末キャッシュ保有残高 2,368百万円 
※ 前年同期 2,270百万円（前年同期比：98百万円増加） 
※ 別途、預入期間が3ヶ月を越える定期預金等600百万円あり。 

           補足説明 



販管費 ： 店舗統廃合による一時的な費用の増加はあったものの、経費 

        削減を推し進めた結果、前期比864百万円削減。 

当期純利益： 「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、63百万円の 
   特別損失を計上。しかしながら、当期純利益は前期比192 
   百万円増加。 
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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
⑤損益計算書 

平成30年3月期 平成29年3月期 前期比 

売上高 24,440 31,587 77.4％ 
売上原価 19.578 25,918 75.5％ 
売上総利益 4,862 5,669 85.8％ 
販管費 4,946 5,810 85.1％ 
営業利益 ▲84 ▲141 ー 
経常利益 ▲68 ▲105 ー 
当期純利益 ▲150 ▲342 ー 

（単位：百万円） 

補足説明 



現預金393百万円増加や短期借入金300百万円減少などの結果、 
流動比率が改善。前期末373.4％に対し、当期末411.9％。 

短期借入金減少に加え、長期借入金100百万円減少などの結果、 
自己資本比率が改善。前期末69.1％に対し、当期末71.8％。 
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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
⑥貸借対照表 

平成30年3月期末 平成29年3月期末 前期末比 

流動資産 6,134 6,563   93.4％ 
固定資産 1,688 1,903 88.7％ 
総資産 7,823 8,467 92.3％ 
流動負債 1,489 1,757 84.7％ 
固定負債 499 628 79.4％ 
純資産 5,834 6,081 95.9％ 
負債・純資産合計 7,823 8,467 92.3％ 

補足説明 

（単位：百万円） 
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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
⑦キャッシュ・フロー計算書 

《補足説明》 

 営業CF ：税金等調整前当期純損失187百万円。売上債権403百円の増加、法人税等の支払額160百万  

        円、仕入債務137百万円の減少等のマイナス要因により減少 

 投資CF ：定期預金の払戻による収入700百万円、敷金及び保証金の回収による収入90百万円等のプラス 

        要因により増加 

 財務CF ：自己株式取得による支出958百万円、長期借入金の返済による支出169百万円等のマイナス要 

                因により減少 

平成30年3月期 平成29年3月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,007 ▲379 
投資活動によるキャッシュ・フロー ▲435 580 
財務活動によるキャッシュ・フロー ▲473 ▲1,144 
現金及び現金同等物の期末残高 2,368 2,270 

 

 営業CFは売上債権の減少824百万円、たな卸資産の減少111百万円などに 
より、結果として1,007百万円の収入となっている。 

 投資CFは定期預金等の減少294百万円、預託金の差入れ156百万円などに 
より、結果として435百万円の支出となっている。 

 財務CFは長期借入金の返済による支出100百万円、短期借入金の返済による 
支出300万円などにより、結果として473百万円の支出となっている。 
  

補足説明 

（単位：百万円） 
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【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
⑧2018年3月期のトピックス-1 

ズバット車買取比較 査定額ランキング7ヶ月連続堂々1位!! 

株式会社ウェブクルーが運営する比較サイト 
「ズバット車買取比較」のランキング 
 コンテンツで、当社が７カ月連続で 
「査定額」第1位の評価を獲得。 
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アガスタ×ロッテレンタル 業務提携契約締結!!（2018年3月） 

WEBオンラインショップ 

ＰｉｃｋｎＢｕｙ ２４．ｃｏｍ 

 

世界最大のＮｏ１ Worldwide Car Market 

韓国大手財閥グループのロッテレンタルとの業務提携により、 
アジアNo.1中古車輸出サイトが誕生！ 

【1】 平成30年3月期 当期連結決算の状況 
⑨2018年3月期のトピックス-2 
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【2】 平成31年３月期の業績見通し 
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【2】 平成31年３月期 計画 
①業績計画について 

売上高 30,500百万円 
※ 前年同期24,440百万円 （124.7％） 

営業利益 340百万円 
※ 前年同期▲84百万円 （前年同期比：424百万円増加） 

経常利益 350百万円 
※ 前年同期▲68百万円 （前年同期比：418百万円増加） 

国内市場が低迷しているため、海外市場の販売網を拡大させ、 
売上高30,500百万円を達成させる。 

国内においては、利益率の高い小売販売に注力し、 
営業利益340万円を達成させる。 

補足説明 


